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----------------------------------------------------------------------------
　ウラジオストクでの東方経済フォーラム、長春での北東アジア博覧会など、9月
上旬は各地で大きな国際イベントがありました。北朝鮮も参加するこうした場で、
非公式でも日本と北朝鮮が対話することがあれば…などと思いつつ今号をお届けし
ます。（編集長）
----------------------------------------------------------------------------
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　━━　ロシア極東情報　━━

  ◇  トレチャコフ美術館と沿海地方が分館開設合意文書に署名  ◇

  沿海地方のウラジミル・ミクルシェフスキー知事と国立トレチャコフ美術館のゼ
リフィラ・トレグロワ館長がモスクワで、ウラジオストク分館開設の合意文書に署
名した。
  トレチャコフ美術館分館はウラジオストクの旧市街地、アレウツカヤ通りの沿海
地方美術館隣に開設される。分館の総面積は約600平方メートル、うち250平方メー
トルが展示用だ。
  トレチャコフ美術館の名画の一つ、イサーク・レビタンの「三月」が沿海地方で
最初の展示物となる。これは、第3回東方経済フォーラム開催中に沿海地方美術館
に展示される。沿海地方はこれまでも、エルミタージュ、国立ロシア美術11館との
提携協定書に署名しており、歴史公園「ロシア、我が歴史」（マルチメディアプロ
ジェクト）全25分館の一つの設置作業が進んでいる。（インターファクス9月1日）

  ◇  沿海地方と北朝鮮を結ぶフェリーの運航が中断  ◇

  ロシアのウラジオストクと北朝鮮の羅津を結ぶフェリーの運航が、シーステーショ
ン側との契約の欠如が原因で中断していると、運航会社のウラジミル・バラノフ社
長はリア通信に語った。
  「現時点で、フェリーは運航をストップしており、北朝鮮の羅津港に停泊中だ。
8月24日、クラスノダールからのロシア人観光客13名が錨地で12時間足止めされた。
現時点で、ウラジオストク・シーステーション側と9月のスケジュールは調整され
ていない」と、バラノフ社長は話した。バラノフ社長によれば、運航会社はステー
ションとの契約締結にこぎつけていない。また、シーステーション側のコメントは
得られていない。
  北朝鮮とロシアを結ぶフェリーは2017年5月に運航を開始。ロシア人観光客はウ
ラジオストクから船で北朝鮮に行くことができた。また、フェリーはウラジオスト
クに琿春から中国人観光客を連れて来るほか、北朝鮮人労働者を故郷に運んでいた。
（リア通信9月5日）

  ◇  ロシア極東にハイブリッド発電所ができる  ◇

  ロシア極東におけるハイブリッド（太陽光・ディーゼル）発電所の建設に関する
三者協定書に企業グループ「ヘベル」（レノバ・グループと（株）ロスナノの合弁）、
韓国の現代、極東地域投資促進・輸出支援局が署名した。
  合計出力40メガワットのハイブリッド（太陽光・ディーゼル）発電所の建設が提
携の対象となる。プロジェクトリポートの作成と資金調達は、極東地域投資促進・
輸出支援局の協力の下、ヘベルと現代が行う。
  「当社ではハイブリッド発電所建設プロジェクトを実行する上で豊かな経験が蓄
積されている。既に運転している発電所の成果は、高い日射レベルの地域で太陽光・
ディーゼル発電装置が最大50％のディーゼル燃料の削減を可能にすることを裏付け
ている。よって、当社はロシア極東にこの種のプロジェクトの高いポテンシャルが
あることがわかる」とヘベル・グループのイーゴリ・シャフライ社長は述べた。
（極東開発省HP 9月6日）

  ◇  カムチャツカ地方とシーメンスが提携合意  ◇

  東方経済フォーラム（EEF）でカムチャツカ地方ノウラジミル・イリューヒン知
事とシーメンス・ロシアのディートリッヒ・ミュラー社長が提携協定書に署名した
ことを同地方広報室が発表した。
  この文書は発電、医療、セキュリティ等の分野の提携関係を規定している。カム
チャツカ地方では、現在建設中のカムチャツカ地方病院等、半島の医療機関のハイ
テク医療設備の供給者にシーメンス社がなってくれるものと期待されている。ミュ
ラー社長は、シーメンスがほかにも、カムチャツカ地方にとって重要なプロジェク
トのパートナーになりうる、とコメントした。
  締結された合意を実行するために、作業部会が設置される。
（極東開発省HP 9月6日）

  ◇  マツダのエンジン工場プロジェクトが増資  ◇

  MAZDA SOLLERS Manufacturing Rus社（MSMR）は沿海地方のマツダのエンジン工
場の操業開始への投資金額を1.5倍の30億ルーブル強まで拡大する。MSMRは東方経
済フォーラムで「ナデジディンスカヤ」先行経済発展区（TOR）の入居資格を取得
した。Sollersのワジム・シベツォフ社長と極東開発公社のデニス・チホノフ社長
が6日、関連協定書に署名した。
  これまで、投資プロジェクトは経済特区（OEZ）体制下で実行されることになっ
ていた。ところが、TORとOEZの支援方策を比較分析した結果、投資側は最も効率的
なものとしてTORを選択したという経緯がある。（インターファクス9月6日）

  ◇  ロシア極東での遠隔医療に関する韓ロ覚書が署名に  ◇

  第3回東方経済フォーラムで6日、極東地域投資促進・輸出支援局、コリアテレコ
ム、国立釜山大学病院の間で遠隔医療分野の相互理解に関する三者覚書が署名され
た。
  覚書に従い、三者は遠隔診療の展開に適した極東地域を特定し、一連の必要な調
査を行うことにしている。特に、韓国製のハイテク設備のテストが、極東連邦大学
医療センターで行われる見込みだ。この設備は、この種のものとしては比較的サイ
ズが小さいのが特徴で、それが価格を下げている。さらに、この設備によって、人
体の健康情報をインターネットを介して伝達することができる。署名式には韓国保
健福祉部副長官も出席した。（極東開発省HP 9月6日）

  ◇  トルトネフ副首相　北方領土共同経済活動の現状に不満  ◇

  ユーリー・トルトネフ副首相兼極東連邦管区大統領全権代表は、日本とロシア極
東の経済プロジェクトの共同展開の結果に不満だと述べた。「活動に満足していな
い。私たちは熱心にやったが、貿易高は落ちた」という副首相の談話をGazeta.ru
が報じている。副首相によれば、過去6カ月で対日貿易高は11％縮小した。
  トルトネフ副首相はこの前日、クリル諸島での共同経済活動に関するロ日協議会
の活動を批判した。1年以上かけて、安倍首相がプーチン大統領に提案した8つ項目
のうちの1項目も実現されていない。
  こうして、「クリル」先行経済発展区向けのプロジェクトについて、ロシア側は
日本側から具体的なオファーを2カ月待ち、その後は国内あるいは他国で投資家探
しを始める方針だ。「我々は、クリル諸島の共同開発に係る日本の同僚の提案に敬
意をもって対応しているが、これらの提案を書面で見たいものだ」という首相の談
話をタス通信が報じている。
  2016年末、プーチン大統領と安倍首相は私的対面後に、ロシアの支配下にあるク
リルの4島の共同開発の開始を宣言している。（DV.land 9月7日）

  ◇  沿海地方とコカ・コーラが共同で社会貢献  ◇

  沿海地方政府と「コカ・コーラNBCロシア」が東方経済フォーラムで、地域での
ソーシャルプロジェクトの共同実施に関する覚書に署名した。双方はボランティア
活動、環境保護、スポーツ振興、観光、文化遺産保存、専門教育、地域のビジネス
環境の改善に共同で取り組む。
  コカ・コーラ社は1990年代から沿海地方で活動している。同社はこの4年で沿海
地方での生産展開に3400万ドルを投じた。材料（ボトル、フタ、箱用段ボール）の
大部分は、工場が先行経済発展区やウラジオストク自由港内に開設されたものも含
め、沿海地方の企業から購入している。（DV.land 9月7日）

  ◇  ロシアは10月にダム建設の代替案をモンゴルに提示する  ◇

  ロシアが今年10月のモンゴルとの作業部会会合で、バイカル湖の支流、セレンガ
川のダム建設に一連の代替案を提案する方針であることを、東方経済フォーラムに
合わせてロシアのセルゲイ・ドンスコイ天然資源・環境大臣が述べた。
  「我々は、イルクーツク州とブリヤート共和国の公開ヒアリングの結果としての
住民の懸念を踏まえ、セレンガ川ダムの問題を（モンゴルとの）政府間委員会の議
題に必ず盛り込むつもりだ。電力不足を受けたモンゴル国民の懸念を考慮し、我々
は代替案を提示する用意がある。既にセレンガに関する作業部会が設置されており、
それは10月末の政府委員会に先立ち、10月初旬にウランバートルで会合を開く」と
ドンスコイ大臣は述べた。
  大臣によれば、代替案として、既存の送電線の設備更新と、中国向け送電線、ア
ジア・エネルギーリングの一環の電力ブリッジ等、新規送電線の敷設が提案される
だろう。その場合、モンゴル向けの電力価格はダムプロジェクト実施の場合よりも
安く設定されるだろう。
  「さらに、モンゴルに発電施設をつくる案がある。今やたくさんのクリーンコー
ル技術が存在し、彼らは自国の豊かな石炭資源を利用することができるし、太陽光
など代替エネルギーの案もある。我が国では太陽光パネルを製造しており、モンゴ
ルに高品質の太陽光発電を提供することができる」とドンスコイ大臣は述べた。同
時に、大臣は、エネルギーリングが最も現実的だと指摘した。（タス通信9月7日）

　━━　中国東北情報　━━
　
  ◇  「穂満ロ」列車、増便予定  ◇

  広州税関によれば、この1年間で「穂満ロ（広州−満洲里−ロシア）」の中欧
（中国−欧州）列車が全部で43本出発し、3334TEUを発送し、2.36億ドル、1.7万ト
ン余りの「広州貨物」が遥かロシア市場にもたらされた。
  広州は2016年8月28日に初めての中欧列車を運行し、重慶、鄭州、成都、蘇州、
義烏に続いて欧州行の貨物輸送列車が出発する都市となった。列車は広州を出発後、
満洲里、ザバイカルを経て、直接モスクワ近郊のヴォルシノに到着する。広州大順
発国際物流有限公司の黄仲喜総経理は「『穂満欧』列車の平均輸送日数は15〜18日
で、海運・鉄道一貫輸送よりも10日以上短く、海運輸送だけより25日間も短縮でき
る。しかも運賃は空輸のわずか3分の１で、「一帯一路」沿線国・地域の貿易コス
トや取引時間を大幅に下げることになった」と述べた。さらに、「運行開始当初は
市場の育成期を経験し、今年3月中旬からは毎週1回の運行を基本的に実現した。運
行して1年、「穂満ロ」列車の平均貨物搭載率は90％以上で、今年3月中旬からは
100％に達し、国内の中欧列車の運行記録を塗り替えた」という。
（内モンゴル日報8月28日）

  ◇  第3回中国吉林省・ロシア極東地域経済協力円卓会議開催  ◇

  8月29日、第3回中国吉林省・ロシア極東地域経済協力円卓会議が長春で開催され
た。房俐吉林省人民代表大会常務委員会党組書記兼副主任が会議に出席し、あいさ
つした。会議は「中国吉林省とロシア極東の越境協力」をテーマに、「一帯一路」
とユーラシア経済同盟の結びつき、中国東北とロシア極東の越境協力によるインフ
ラ建設および協調発展、中ロ協力による投資の問題と傾向、中ロ経済協力における
社会環境・要素などの議題、および相互につながるための建設における具体的な問
題をめぐって討論を深めた。
  房俐書記はあいさつの中で、次のように述べた。過日、吉林省政府はモスクワで
生産能力投資協力プロモーションを行ない、双方で生産能力・投資・経済貿易・相
互通行などの分野での協力を強化することで合意に達した。多くの分野で深くて高
いレベルの吉林省とロシア極東地域の協力を促進するために、「中国吉林省・ロシ
ア極東地域経済協力円卓会議」は双方の協力の全面的な深化における重要な構成部
分となり、協力の深化のための知的支柱を提供することになるだろう。今回の会議
を通じて、中ロ双方がさらに相互に理解を深め、とりわけ経済貿易協力の制度や規
則およびミクロレベルでの環境面で交流と共通認識を強化させることができるだろ
う。
  ロシアの学術界、政界、実業界の著名人と中国の関係部門、企業家、専門家、お
よび省政府の関係組織と高等教育機関のロシア問題専門家などが会議に出席した。
（吉林日報9月1日）

  ◇  第11回北東アジア博覧会・
                   第9回北東アジア協力ハイレベルフォーラム開催  ◇

  9月2日、第11回中国北東アジア博覧会の開幕式と第9回北東アジア協力ハイレベ
ルフォーラムが長春で開幕した。世界各地からの来賓が美しい長春で再会し、手を
携えて協力の大計画を練り、北東アジア地域発展の美しい青写真をともに描く。汪
洋中国共産党中央政治局委員兼国務院副総理が出席し、基調演説した。巴音朝魯吉
林省共産党委員会書記も式辞を述べ、劉国中吉林省長が司会を担当した。
  汪洋副総理は演説の中で次のように述べた。現在、北東アジアの発展と協力のチャ
ンスと課題は並存していて、チャンスは課題よりも大きい。世界経済の回復が進み、
中モロ経済回廊、極東開発、長吉図開発開放などの地域協力が進んでおり、域内の
国家の発展と協力のために新しい動力を注入している。
  また、相互に利益のある協力を拡大し、共同発展を促進することは北東アジア各
国の企業や人々の共通の願いである。中国側は地域と国が共同で努力して市場の開
放をさらに進め、貿易の利便化レベルを向上し、規模を拡大すること、投資協力を
深め、相互利益があってウィンウィンとなる地域の産業チェーン・イノベーション
チェーン・物流チェーンを構築すること、地域経済の全体的な競争力を上げること、
相互連結を地域協力の優先的な方向性とし、北東アジア地域全体をカバーする陸海
複合一貫輸送ルートを創造することなどを望んでいる。対話と交渉を通じて焦点と
なっている問題を解決する努力をして、地域の持続的な平和と共同発展を促進しよ
う。
  フォーラムでは、林念修国家発展改革委員会副主任、銭克明商務部副部長、姜増
偉中国国際貿易促進委員会会長などがそれぞれ式辞を述べ、ロシアからはガブリロ
フ・ロ中議員友好グループ代表、日本からは西銘恒三郎日本経済産業省副大臣、北
朝鮮からは具本泰対外経済省副相、モンゴルからは食品・農業・軽工業副部長、韓
国からは姜声千産業通商資源部次官補が講演した。（吉林日報9月2日）

  ◇  遼寧自由貿易試験区瀋陽ゾーンに“ブレーン”  ◇

  9月1日、商務部、国家発展改革委員会、北京大学、人民大学、対外経済貿易大学
などの関係部署・高等教育機関の13人の専門家が、瀋陽市の指導者から任命書が手
渡された。これにより遼寧自由貿易試験区瀋陽ゾーン専門家諮問委員会が正式に成
立した。
  試験区の瀋陽ゾーンが正式に供用開始して4カ月あまり、制度の革新を通じて市
場主体の集中効果が現れ、各方面の業務で段階的な目覚ましい成果が得られた。8
月30日までに試験区の瀋陽ゾーンに新規登録した企業は9257社、その資本は761.13
億元で、そのうち国内資本企業は9187社、その資本は728.44億元だった。
  自由貿易試験区建設の歩みを速め、積極的に制度の革新、プロジェクト建設、貿
易の利便化、産業のモデルチェンジとバージョンアップ、金融開放イノベーション
などの分野の業務を推進し、さらに大きな進展を得るために、瀋陽ゾーンでは関係
分野の権威者や専門家、学者に依頼して諮問委員会を組織するよう求め、最初に許
可された委員は13名だった。その中には李光輝商務部国際経済貿易研究院副院長、
黄権漢国家発展改革委員会マクロ経済研究院産業経済・技術経済研究所所長、屠新
泉対外経済貿易大学中国WTO研究院院長、黄大慧中国人民大学国際関係学院副院長
も含まれている。
  当日の専門家諮問委員会第1回会議では、遼寧自由貿易試験区瀋陽ゾーンの第2期
政策リストを審議し、試験区の2017年の課題と研究の方向性を確定した。
（遼寧日報9月2日）

  ◇  オルドス国際空港が顔認識システムの使用開始  ◇

  先頃、オルドス国際空港ターミナルビルでスマート安全管理システムの設置が完
了し、正式に顔認識システムの使用が開始され、旅客は身分証を携帯しなければター
ミナルビルに入ることができなくなった。
  スマート安全管理システムは顔の特徴の情報に基づいて識別する技術。旅客がこ
のシステムを通過するとき、顔認識のアルゴリズムを通じて旅客の顔部分の画像が
素早く読み取られ、短時間で旅客の顔と身分証の写真が照合され、搭乗する旅客と
身分証が同一人物かが判別される。
  このシステムは公安のLANや民間航空の専用ネットに依拠して、内モンゴル自治
区公安庁、オルドス市公安局とつながり、空港の到着・出発ゲートや重要な識別場
所につながっている。しかも99.99%の精度による顔認識技術で0.3秒しかかからず、
マルチスペクトル検査技術をもち、写真や自撮りなどのごまかしを防止する効果も
ある。（内モンゴル日報9月7日）

  ◇  中国最長の高地寒冷地快速鉄道、全線レール敷設完了  ◇

  9月6日11時、新しく建設された方正駅構内で、作業員が最後のレールのボルトを
締め終わると、和諧型（CRH型）の機関車がレールを走り、中国最長の高地寒冷地
域の快速鉄道、すなわちハルビン−ジャムス鉄道全線のレール敷設業務が完成し、
来年の6月開業のために基礎を固めた。
  哈佳哈牡客専公司の李雄飛副社長によれば、ハルビン−ジャムス鉄道の主要な部
分の工事は8月末までに90％完成しており、10月末までに静態的な検査とレールの
補正を完成させ、来年3月に動態的な検査と走行試験の段階に入り、2018年6月に供
用開始の予定だという。開通後のハルビン−ジャムス鉄道は旅客と貨物の共用によ
る快速鉄道となる。旅客輸送では、ハルビンからジャムスまでの運行時間は現在の
6時間余りから2時間以内に短縮され、貨物輸送では付加価値の高い貨物の輸送が主
となる見込みだ。
  2016年6月に着工以来、ハルビン−ジャムス鉄道は国家の『中長期鉄道網規画』
の重点建設プロジェクトであり、全長343キロ、時速は200キロの予定。供用開始後
はハルビン−チチハル高速鉄道および建設中のハルビン−牡丹江、牡丹江−ジャム
ス鉄道と連結し、龍江2時間経済圏を構築すると同時に、ハルビン−大連高速鉄道
と接続して、全国の高速鉄道網に組み込まれることになる。（黒龍江日報9月7日）

　━━　モンゴル情報　━━

  ◇  バヤン・ウルギー県がアブラナを中国に輸出する  ◇

  Azat社が中国企業と合弁で今年、アブラナをバヤン・ウルギー県サグサイ郡の
240ヘクタールで試験的に栽培した。
  バウイルジャン県議会議長とグイルイムハン県知事は3日、アブラナ畑を訪れ、
2社の作業を見学した。県行政府の支援の下で実施されているアブラナ栽培プロジェ
クトの枠内で、50人余りの新規雇用が創出された。今日現在で、下請け会社が収穫
用コンバイン、その他必要な機械を輸入し、収穫作業を開始した。
（MONTSAME 9月5日）

  ◇  モンゴル大統領が円卓会議でスピーチ  ◇

  モンゴルのバトトルガ大統領は6日、東方経済フォーラムのロシア・モンゴル円
卓会議の開会でスピーチした。
  モンゴル側からはガンバト道路・交通開発大臣、デルゲルマー駐ロモンゴル大使、
エンフボルド大統領府長官、バトツェツェグ外務副大臣、ロシア側からはレビチン
大統領顧問、ドンスコイ天然資源・環境大臣、アジゾフ駐モロシア大使、ベロジョー
ロフ「ロシア鉄道」社長、ほか政府関係者、両国の企業関係者150名余りが出席した。
バトルガ大統領はスピーチの中で、F/Sを吟味し、エルデネト採鉱・選鉱コンビナー
トの体系的人材を育成することで、モンゴルに鉱業原料加工企業をつくる考えを示
した。貿易取引高を拡大し、料率・非料率的障害を排除するために、モンゴルはユー
ラシア経済連合に自由貿易協定の締結を提案した。バトトルガ大統領は、ユーラシ
ア経済連合の参加国がモンゴル側の提案を好意的に受け入れるものと確信している。
スピーチの終わりに、大統領は、モンゴル・ロシア・中国経済回廊の形成が地域の
発展に大きく貢献するだろうと述べた。（MONTSAME 9月6日）

  ◇  中国の大手銀行がウランバートルに支店を開設  ◇

  中国工商銀行（ICBC）が5日、モンゴルの首都に支店を開設した。開所式にはチョ
イジルスレン財務大臣、駐モンゴル中国大使、ICBCのGu Shu副行長が出席した。開
所式でグ氏は、「ICBCはモンゴル経済と中国経済の架け橋になるだろう」と述べた。
（Asia Russia Daily 9月6日）

  ◇  エルデネバト首相が解任  ◇

  モンゴルの国民大会議（国会）は7日に召集された臨時会議で、エルデネバト首
相の解任について審議した。出席議員73人中42人が賛成（57.5％）、反対は42.5％
だった。
  国会決議にしたがい、エルデネバト首相と彼の率いる政府は全員辞職する。この
国会決議は採択と同時、つまり9月7日に発効する。さらに、憲法に従い、首相の辞
職は内閣総辞職も伴う。「政府」法に従い、次の首相は国会が30日以内に指名しな
ければならない。
  エルデネバト首相は新しい首相の任命まで職務を遂行する。（MONTSAME 9月7日）

　━━　対岸ビジネス情報　━━

  ◇  台南市と友好協定　山形市が10月樹立（山形新聞9月1日）
  http://yamagata-np.jp/news/201709/01/kj_2017090100014.php

  ◇  庄内農産物、輸出拡大へ　官民一体の組織発足（山形新聞9月1日）
  http://www.yamagata-np.jp/news/201709/01/kj_2017090100007.php

  ◇  釜山の若者を福岡の企業へ　福岡−釜山フォーラム（西日本新聞9月3日）
  https://www.nishinippon.co.jp/nnp/world/article/355647/

  ◇  道産品、ロシア西部にも　知事、訪問団と意見交換（北海道新聞9月5日）

  ◇  秋田発着台湾チャーター便　3カ月で79便運航（秋田魁新報9月5日）
  http://www.sakigake.jp/news/article/20170905AK0002/

  ◇  横断航路「あり方検討委」　存続なら経費6億円超（新潟日報9月5日）
  http://www.niigata-nippo.co.jp/news/politics/20170905344431.html

  ◇  前田薬品工業　台湾へ外用剤輸出（北日本新聞9月5日）

  ◇  山中漆器、国が支援　海外販路拡大へ事業選定（北陸中日新聞9月5日）

  ◇  島根県、4年9か月ぶり人口増　外国人の転入要因（山陰中央新報9月6日）

  ◇  国超え「ものづくり」議論　来月、博多区で工芸サミット
                                                     （西日本新聞9月6日）

  ◇  北海道総合商事　極東2事業、覚書締結へ（北海道新聞9月7日）
  https://www.hokkaido-np.co.jp/article/130634

  ◇  島根県立大の中期目標検討会議　研究対象アジア全体に
                                                   （山陰中央新報9月7日）

  ◇  電子材料製造の有沢製作所　台湾子会社3割増産へ（新潟日報9月14日）

  ◇  恐竜の化石発掘で共同調査　福井県立大、中国科学院と
                                                    （福井新聞9月14日）

  ◇  ウラジオ「電子ビザ」導入1カ月　手続き簡素化、利用順調
                                                    （北海道新聞9月15日）
  https://www.hokkaido-np.co.jp/article/132303

  ◇  訪日誘客狙い資本提携　スノーピーク、サイト運営会社と
                                                      （新潟日報9月15日）

  ◇  九州・沖縄、訪日客の消費額21％増　全国を13ポイント上回り5927億円
                                                    （西日本新聞9月15日）

━━━━　エリナ・レター　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　◇　 蔡聖錫
　　　『「自動車の町」急成長』（新潟日報 9月181日）

　　エリナ・レターは⇒　http://www.erina.or.jp/columns-letter/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.319(20170922)

━━━━　ERINAインフォメーション　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　◇◇　新潟県内高校・中学を対象に
　　　　　　　「ERINA出前授業」の申し込みを受付中です。　

　　○対象　新潟県内の中学・高校の総合学習の時間など（1時限単位） 
　　○実施期間　平成29年5月〜12月
　　○申込　受付中

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/demae/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.319(20170922)

　◇◇　英文学術誌『The Northeast Asian Economic Review』編集委員会
　　　　では投稿論文を募集しています。　

　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/naer/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.319(20170922)

　◇◇　『ERINA REPORT (PLUS)』編集委員会では投稿をお待ちしています。　

　　投稿規程は⇒　http://www.erina.or.jp/publications/er/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.319(20170922)

　◇◇　賛助会員・購読会員のご案内　

　　＜賛助会員制度＞

　　賛助会員制度は、この設立目的・事業活動に賛同される方々から積極的に
　　ご支援・ご協力をいただくとともに、ERINAの事業やその成果を活用して
　　いただくための制度です。

　　＜購読会員＞
　　
　　購読会員は、個人の方を対象に、ERINAの定期刊行物等をお届けするサービス
　　です。
　　
　　詳細は⇒　http://www.erina.or.jp/about/member/?utm_source=mail-magazine&utm_medium=email&utm_campaign=No.319(20170922)
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